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平成30年３月橋本市議会定例会会議録（第２号）その５ 

平成30年２月19日（月） 

                                           

○議長（岡 弘悟君）順番４、17番 井上君。 

〔17番（井上勝彦君）登壇〕 

○17番（井上勝彦君）皆さん、こんにちは。 

 ちょうど眠たい時間でございますので、私

ができるだけ大きな声で、目覚ましのように

しっかりと質問させていただきますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

 先ほど同じ会派の岡本議員が質問しておる

中で、いろいろお聞きしております。市長は

なかなか立派な構想は持たれておるなという

ことであります。それを実現すれば、それは

もう最高の橋本市になるんじゃないかいなと。

一つひとつ実現に向けて頑張っていただきた

いと思うわけでございますけれども、今回、

それを期待いたしまして、三つほど質問させ

ていただきたいと思います。 

 本日、第１項目めにつきましては、皆さん

ご承知のとおり、高野口給食センターが統合

されるわけでございます。そこで、給食セン

ターの今後についてということで、この施設

につきましては、旧高野口町でもかなり投資

をして、しっかりとしたセンターでもありま

すので、解体ということについてはちょっと

もったいないかいなということも考えており

ます。 

 そこで、新しい施設でありますので、これ

からの利用、それから目的、目標についての

お考えをお聞きしたいと、このように思いま

す。 

 それから、二つ目でございます。産業文化

会館（アザレア）の今後についてであります。 

 この産業文化会館につきましては、先日来、

文化スポーツ振興公社に３年の委託をして、

今までどおり取り組んでいただくということ

で方針が出ました。それはそれでよくわかっ

ておりますけれども、私ども高野口では、産

業文化会館ということについて、ちょっと三

つばかしご提言したいと思いますので、お考

えをお聞きしたいと思います。 

 一つ目につきましては、本市に文化会館と

して、現在２箇所。小さい隅田の会館も入れ

れば３箇所になるかわかりませんけれども、

かなり急激な、朝からも人口の減少、これが

急激に始まっておると。そういった中でやは

り見直しというか、私は１箇所で十分やと思

うんですけれども、そういうことについて、

今後のお考えをお聞きしたいと思います。 

 ２番目につきましては、産業文化会館とい

う、今現在、スポーツ振興公社の皆さんに取

り組んでいただいておるわけですけれども、

産業振興、観光の地域づくりの拠点として、

民間に委託も含めて、利用の用途、これを変

更してはいかがですかということで、条例改

正も含めて、お考えをお聞きしたいと思いま

す。 

 それから、三つ目につきましては連動いた

しますけれども、現在、京奈和自動車道が、

もう和歌山のほうへは完成しておりますけれ

ども、高野口インターチェンジにも近いし、

場所的にも地域産業、観光の拠点として最適

ではないかと思うわけでございます。それに

ついてのお考えをお聞きしたいと思います。 

 これにつきましては、産業文化会館のみで

あれば、もともと産業文化会館というのは、

皆さんよくご存じやと思いますけれども、産

業文化会館の裏に駐車場があったわけなんで

すね。それで十分間に合うとったわけです。

ところが、考えを変えまして、後日、産業文

化会館の前の敷地を、給食センターまでの間、

かなりの集客というのか観光バスも入れる、
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そういう施設になっております。これはもっ

たいない。もったいないので、何とかこれは

やっぱり橋本の拠点として、やはりやるべき

ではないかということを私は提言させていた

だきたいと。 

 なぜかといいますと、これは産業文化、歴

史・文化の拠点として、貸し館だけではなく

て、それを和歌山県下の特産物も販売できる

ような、そういう一大拠点としてやはり転向

すべきでないかと、再三にわたって私は質問

しておりますが、なかなか実現に至っていな

いわけでございまして、教育委員会とそれか

ら経済推進部が積極的にやはり話し合いを進

めて、今後そのことを考えていくべきではな

いかということでご提言させていただきたい

と、このように思います。それに対するご答

弁をお願いしたいと思います。 

 それから、三つめは、名古曽・伏原保育園

の跡地利用についてということであります。 

 これは先ほど岡本議員の質問の中にもある

わけでありまして、答弁の中には十分この私

が質問しようという中身については福祉部長

からの答弁がありまして、なかなかよき考え

であると思いますし、大事なことであると思

いますし、今後取り組んでいかなければなら

ない問題を福祉課としてのお考えをお聞きし

ましたので、しつこく聞くことはないですけ

れども、高齢者・障がい者福祉の充実の観点

から、地域の見守り協力体制、地域で生活す

る上での不安とか課題、住民と地域社会との

希薄化、介護等のストレス増大、災害や防犯

への備え、認知症高齢者の増加等に取り組む

ために有効活用していくことが大事だと思い

ますが、この保育園の跡地についての今後の

考え方をお聞きしたいと思います。これは連

動いたしますけれども、そのことについてお

聞きしたいと思います。 

 これには、昨日も高齢者が家に帰られない

ということで、１日に２件ですか、昨日夜も

市のほうでネットで２名おらないということ

で、連日してそういう方々が増えてきており

ます。83歳と84歳ですか。１人の方は見つか

ったらしいですけど、１人の方はまだ見つか

っていないと。そういう方々が非常に地域で

増えてきておると。これに対するやはり、何

とか取り組んでいけたらなという気持ちもあ

りまして質問させていただいておるわけでご

ざいます。 

 二つ目につきましては、地域の自治会ある

いはＮＰＯ団体、あるいは介護専門のそうい

う企業の、事業者の皆さんという方々からの

お話の中で、今現在ある名古曽・伏原の保育

園の跡を改装して貸してもらえることであれ

ば地元で取り組んでいきたいよという意見も

ありまして、私はもう最初から、廃止した部

分については１日も早く売却方向で行きなさ

いということで質問も再三させてもらってお

りますが、私もそういう方針ではあったんで

すけれども、そういう今の現状の話が地元か

らも出てきておりまして、そういうことによ

って今後そういう話があれば、それに乗って

いけるかどうかと、お貸しすることができる

のかどうかということをお伺いいたします。 

 三つめは、同じ連動しますんですけれども、

建物はとても古いわけありますけれども、お

貸しするということになれば、市もお金もな

いということでありますので、そういう改修

等については、今後使っていただく事業者と

か地元の皆さんの形で公募していくというこ

とがどうですかなということでお聞きしたい

と思います。 

 長々なりましたけれども、壇上での質問は

これぐらいで。 

○議長（岡 弘悟君）17番 井上君の質問項

目１、高野口給食センターの今後に対する答

弁を求めます。 
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 教育部長。 

〔教育部長（曽和信介君）登壇〕 

○教育部長（曽和信介君）高野口学校給食セ

ンターの今後についてお答えします。 

 高野口学校給食センターは敷地面積が

1,940.07㎡、２階部分を加えた延べ床面積が

1,181.92㎡で、平成16年５月に竣工し同年９

月から稼働した、比較的新しい施設です。 

 また、旧橋本市の学校給食を実施するため、

平成24年１月に増築を行い、現在の延べ床面

積は1,395.49㎡となっています。 

 建物の構造は鉄筋造、平屋、一部２階建て

てで、調理施設はオール電化、ドライ方式を

採用しており、最大調理能力は2,000食となっ

ています。 

 現在、1,700食の給食を調理しており、建築

中の新学校給食センターが稼働する本年９月

までは学校給食センターとして運営いたしま

す。それ以降の当該センターの利活用につい

ては現時点では決定しておりませんが、施設

備品等については、新学校給食センターや他

の部署での活用を検討し、施設については現

状のまま売却を最優先に考えており、平成30

年度のできるだけ早い段階で方針を決定した

いと考えています。 

○議長（岡 弘悟君）17番 井上君、再質問

ありますか。 

 17番 井上君。 

○17番（井上勝彦君）この施設についても売

却ということの方針であるということを今ご

答弁いただいたわけなんですけれども、例え

ばその売却なんですけれども、解体をして売

却するのか、施設を再利用していくために、

その施設は十三、四年しかたっていないので、

そのまま売却していくのか。それはそれでえ

えと。もし売れなかったらどうするのかとい

うことも含めて、いっぺんご答弁願います。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）おただしにお答え

いたします。 

 まず、これにつきましては、建設当時から、

後の処理についてどうするのかということで

議論を重ねてきました経過がございます。平

成27年12月の文教厚生委員会におきましても、

そのことにつきましてご報告をさせていただ

いております。 

 その中では、基本的にはそのままの姿で売

却をまずはしたいというふうに考えてござい

ます。中の調理用具ですとかその辺も含めて、

ご利用いただけるところがあれば買っていた

だけるのが一番かなと考えております。それ

以降につきましては、順次また違う考え方で

売却を進めていきたいというふうに考えてご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長、売れない場

合の方針に関してはまだ未決定ということで

よろしいんですか。答弁、よろしくお願いし

ます。 

 教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）今のところ決定は

してございません。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）17番 井上君。 

○17番（井上勝彦君）これから考えていくと

いうことであると思いますが、私は、後の質

問と連動するわけなんですけれども、例えば

給食センターの跡の建物も含めて、産業文化

会館の使い方というのか、一つのものとして

考えていったらどうかということの中で、施

設を売る場合でも、要するにその後のことに

してでも、やはり橋本市全体を眺めた中で、

給食センターそのものの使い方というものに

ついては、私は教育委員会だけの考えで進め

やんと、要するに経済推進部とかそういった、

例えば福祉でも構へんのやけども、私は経済
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推進部のほうで、あそこは経済、観光の振興

の拠点にしていけばいいなというご提案をさ

せていただいておるので、そこでやっぱり経

済推進部と十分協議していただきたいと。そ

れをやっぱり教育委員会だけでは固いから、

頭が。そやからなかなか商売にたけてないか

ら、はっきり言うて、言わせてもらいますけ

ど、商売にたけておる人も中におるかもわか

らんけど、やっぱりかた過ぎて話にならんと。

そやから、経済推進部と十分相談をしていた

だいて、そして、一つのものとして有効に活

用できないかなということを、部長、考えて

いただきたいんです。 

 そういうことで、もっと何というのか、売

ることを目的ということも大事やけれども、

活用するということもやっぱりその中の一つ

に入れていただきたいと。 

 例えば、一つだけ、これはもう私の勝手な

案やけど、例えば、紀の川の鮎、ありますね。

この紀の川の鮎は橋本市でもブランドです。

なぜかといいますと、今、ヤマトでつくって

いますのやけども、それの要するにあめ焼き

というのか、そういうものをつくる場合に、

ああいう機械がものすごく必要であると。そ

ういうことを、例えばブランドという売って

いく場合は、紀の川の鮎については、一つだ

けお教えしますけども、化学的な餌はそうい

うものを使うてない。そやから、フランスで

もどこでも輸出できるんよ。唯一、紀の川の

鮎だけですよ。ほかはあきませんねん。 

 せやから、それを守っているのは紀の川の

鮎と、うちは自信持って言えると、そういう

こともありますので、そういう鮎をブランド

化して売るのも、地元の特産として一つあり

ます。そういうことをやっぱり私は、今１個

だけ言いましたけども、ほかにもあんねんけ

ど、そういうものを研究していただきたい。

そういうことであれば、漁協も話に乗ってく

れるかもわからんし、そういうこともあって

十分考えていただきたいなということで、ご

提言させていただきます。 

 一つ目は結構です。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目２、産

業文化会館（アザレア）の今後に対する答弁

を求めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（曽和信介君）登壇〕 

○教育部長（曽和信介君）産業文化会館（ア

ザレア）の今後についてお答えします。 

 産業文化会館は高野口町向島135に位置す

る施設で、その名のとおり地場産業の育成と

地域文化の高揚を図るために設置されていま

す。 

 市内の文化施設としましては、橋本市東家

に教育文化会館、隅田町中島に東部コミュニ

ティセンターがあり、大ホールを有する建物

として、高野口町にありますこの産業文化会

館も市民に活躍の場を提供し、地域文化の向

上に寄与しているところです。 

 産業文化会館の利用状況については、大ホ

ールでは高野口文化協会主催の文化フェステ

ィバルや公民館祭り、各種コンサート、発表

会、講演会等の利用があり、各階の会議室で

は、フラダンス教室、生け花教室、ヨガ教室

などの各種教室や小規模の講演会や会議等に

も利用されており、年間約４万5,000人を超え

る方々に利用いただいているところです。 

 教育委員会としましては、産業文化会館は

高野口地域の文化拠点として必要不可欠であ

ると考えており、継続して利用したいと思い

ます。また、産業文化会館の運営については、

昨年12月に指定管理者の指定を３年間の期限

で更新いただいたところであり、直ちに変更

することは難しいですが、今後、地場産業の

育成や地域文化の高揚に係る施設のあり方に

ついては、各関係部局とも協議してまいりた
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いと考えます。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

〔経済推進部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済推進部長（笠原英治君）次に、産業文

化会館（アザレア）は京奈和自動車道のイン

ターに近く、産業振興、観光地域づくりの拠

点として利用用途を変更してはどうかとのお

ただしについてですが、当該施設は、先に教

育部長が答弁したとおり、平成30年度から３

年間の指定管理が決定しています。そのため、

直ちに利用用途を変更し、産業振興、観光地

域づくりの拠点とするということは難しいと

考えます。 

 なお、現在は橋本市地場産業振興センター

（裁ち寄り処）が産業振興、観光地域づくり

の拠点を担っていますが、将来的にたくさん

の観光客が本市を訪ねてこられるようになれ

ば、駐車場やエントランススペースの大きい、

より収容能力がある場所を検討する必要が生

じるものと考えております。 

○議長（岡 弘悟君）17番 井上君、再質問

ありますか。 

 17番 井上君。 

○17番（井上勝彦君）教育部長、答弁の中で

は年間４万5,000人を超える方々に利用して

いただいておりますと。これは年間ですから

延べですな。伏原の文化センターの福祉館、

これはええとか悪いとか言うんじゃないよ。

福祉館でマッサージやってるの、来てるの、

あの小さいとこで年間１万2,000人ですわな。

そやから、それによってやりますよというの

は理由にならんので。 

 ということは、フラダンス、生け花、ヨガ、

この教室なんかはたくさんの小規模の施設の

中でも毎日やってますわ。毎日やってますし、

私もあちこち、フラダンスも、もう何箇所で

もやっているし、生け花ももうそこら中もう

公民館から始まって、ここに施設ある、三十

何箇所か施設ありますけど、管理計画の中に

ある、その施設の中の三十何箇所か、全部や

ってますわ。そやから、それは特別なもので

もないと。 

 それから、文化協会、これ僕は１日も早う、

合併したんやから一緒になれと言うてんねん

けど、橋本市の文化協会と高野口の文化協会

といまだにまだ、十何年になるのに別々にや

っている。うちは産文使うで、うちはこっち

教育委員会の２階使うでと、そんなことやっ

てやんと、もうやっぱり一緒になろうよとい

うことでやっぱり進めていくべきやと思うん

よ、教育委員会として。 

 そういうことも含めて、やっぱり、東部コ

ミュニティセンターもありますし、もうこの

今やっている、今あなたが言っているやつに

ついては、公民館で全部取り組んどるのよ。

公民館で十分機能してんのよ。７箇所か８箇

所あるのかな。公民館は何箇所あんので。全

部、各地域でやってますよ。 

 そやから、それやっぱり見直しを今後３年

の間に、もう今から取り組んでいただきたい。

もったいないから。 

 ちょっとお聞きしますけども、教育委員会、

あそこの前の土地、全部で何坪ありますか。

後で買うたんだけどね。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）済みません、広さ

についてはちょっとわからないんですけども、

駐車場の台数で申し上げてよろしいでしょう

か。 

 産業文化会館の北側の駐車場について30台、

それから、その向かい側になるところについ

ては140台、それから、プールの前になるとこ

ろが80台で、産業文化会館周辺の駐車場とい

たしましては220台の駐車場となってござい

ます。 

○議長（岡 弘悟君）17番 井上君。 
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○17番（井上勝彦君）そういうことで、前の

土地を、産業の拠点とするということで、後

で買い足したんです。今、産業文化会館、今、

ヨガやらそんなんするために前へ買い足して

ないのよ。合併する２年前やったと思うんや

で。給食センターもかなりの金かけてやっち

ゃあるし、前は何で買うたかというたら、そ

こを、京奈和自動車道ができたら、そこを産

業の拠点にするんやよということで、もう

我々が一生懸命言うて、もう本当の合併する

ちょっと前やったけど、買うてもろたのよ。

で、市に移管したんですわ。 

 そういうことであるんで、歴史的にもそう

いうことを含めて検討を再度してください。

してくださいということをご提言しておきま

す。これ大事なことやかいね。これからの橋

本市のやっぱり大事なことなんで、考え直し

てほしいよということをご提言しておきます。 

 今、経済推進部長が引き続きご答弁いただ

きましたけれども、要するに、よくわかって

いただいておると思うんです。将来的には観

光客が本市を訪ねてこられるようになればじ

ゃなしに、来られるようにするためには、こ

の場所が必要なんですよ。そのことを経済推

進部長に再度お尋ねしますけれども、やはり、

今せっかくええことやってくれとるので、市

長も取り組んでいただいておるので、なかな

か裁ち寄り処をやっているの、中身としては

最高のものをやってくれておるとは思います

よ。私は何も否定するものではないんやけど

も、あのあっこには観光バスもとまられへん

し、駐車場もないし、要するに、ネットで発

信することぐらいできるし、品物こんなんあ

るでと見本に置くぐらいのことはできるわ。 

 せやけども、やはり産業文化会館というと

ころの１階から３階まで全部使うて、そして、

観光バスも来てもろうて、そして、地元の特

産品を、あるいは県下の特産品を一手に引き

受けて販売をしていく。そういう販売能力を

つけていく、経済の活性化、これの拠点にす

るということをやはり教育委員会にお願いし

て、経済推進部に返してよと。今、貸したっ

とんのを返してよというぐらいの交渉をやっ

ぱりして、ちゃんと筋道をつけていただきた

いと思いますが、経済推進部長、ちょっと考

えをお聞きしたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）昨年、おとと

しやったと記憶ではあるんですが、市長と旭

川市のほうにお伺いさせていただきまして、

その折、旭川市の地場産業振興センターを訪

ねてまいりました。非常に立派な建物で、旭

川近隣のお土産物なんかもたくさん置かれて

いました。そういう状況の中で、相手の方に

は非常に申しわけないんですが、本当にお客

さんが入っていなかったんです。 

 私は今考えるに、やっぱりキャパの問題で

はないと理解しています。今、壇上でもお話

しさせてもらったように、橋本市地場産業振

興センター（裁ち寄り処）において、産品紹

介であったり販売、本市の産業を生かした体

験イベントなんかもさせていただいておるん

ですが、情報発信も含めて現状では決して十

分でないと私は思っております。 

 そういう状況の中で、今、お客さまも団体

から個人へどんどん変わろうとしております

ので、個人客を中心とした魅力のある施設と

して、おもてなしの環境整備をして、この地

元産品の紹介と販売を強化して、観光の情報

発信というのを積極的に行ってまいりたいと

思います。 

○議長（岡 弘悟君）17番 井上君。 

○17番（井上勝彦君）１回や２回ではなかな

か市の皆さん方の頭を変えようと思うたら難

しいと思うので、私は今ここで是か非か白か

黒かということは言いませんけども、市長が
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先ほどから十何分お話をしておる中では、や

っぱり観光振興、経済、やっぱりその裁ち寄

り処も含めて、足元の活性化のためにやって

いかなあかんよという方針というか考え方を

言われた。 

 それをやっぱり実行していこうと思えば、

私、先ほども言うた、京奈和自動車道ができ

たし、かなりの、かつらぎ町なんかでも３箇

所か、道の駅、今４箇所あんのやな。きのう

も行ってきたけど、和泉へ行ってきましたけ

ども、くしがきの里もどっさり入ってました

わ。もう満タンですわ。土曜、日曜なんか。 

 そこへ入って、国道24号のもともと下水の

あれでつくったあこも非常に多いです。あこ

はあんまり産品ないですけど。京奈和自動車

道の左右、両方、やっぱりよく売れています。

売れてますわ。立派やなと思いますわ。ああ、

橋本でもこれ１箇所欲しいなと思いますね。 

 やっていることは非常にええことやってん

ねんけど、お風呂もつくってくれて、ごみの

とこへ。あこも非常にいいんですよ。そうい

うことも含めて、やはり新しく建てていこう

と思ったらかなり費用もかかるので、やはり

今ある施設を有効利用して、地元産業の発展

のために、やっぱり入れ物を有効活用してい

くということをご提言申し上げまして、教育

委員会だけやなしに、当局、部長も含めてや

けども、地元におられる理事でも副市長でも

構へんので、ええか悪いか、いっぺんちょっ

とご批評を願います。取り組んでいくように

やるかどうかということをちょっと聞かせて

おくれよ。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）井上議員の質問にお答

えします。 

 確かにそういう観光の拠点は必要やと思っ

ています。果たして産業文化会館がそれに見

合う施設かなという気もします。大ホールも

ありますし、なかなか活用して使っていくの

は難しいのかなというふうなこともあります

し、逆に、先ほど紀望の里のお話が出ました

ように、あそこを高野口の交流人口を増やす

拠点として考えていく手段もあるのかなとい

うふうに思います。これはもう民間企業も商

工会にも協力をいただきながら、そういう方

向でいくのが一番いいのかなというふうには

思っています。 

 ただ、やはり文化の拠点でありますので、

あそこで何もできない、そういう発表会がで

きないというふうなことになると、果たして

高野口町民の皆さんが納得していただけるの

かという問題があります。やっぱりそこのバ

ランスというのも考えとかなあきませんし、

市民会館のあのすり鉢状の施設がいつまで使

えるかということも考えとかなあきませんの

で、いずれ高齢者が増えてきたら、まだ産業

文化会館のほうがはるかに傾斜はましですか

ら、そこを活用していくということにも、ち

ょっといろんな面で考えた中で、あそこをど

うするのかということを考えていく必要があ

るのではないかと。 

 観光振興という視点だけでは大変難しいか

なというふうに思いますし、今後、私、裁ち

寄り処に関してもまだ品ぞろえはもう一つや

なというふうに思いますし、改修までしてや

った場所なので、逆にもっと売り上げが上が

るような、橋本市の情報発信ができる施設に

変わっていくべきかなというふうに思ってお

りますので、産業文化会館についてはこれか

ら十分な検討が必要かなというふうに思って

いますので、ご理解願います。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）済みません、先ほ

ど駐車台数を申し上げましたが、総数につい

ては220台で間違いはございません。内訳で産
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業文化会館の向かい側の駐車場140台と申し

上げましたが、正しくは110台でございます。

大変申しわけございませんでした。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目３、名

古曽・伏原前保育園の跡地利用に対する答弁

を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（石橋章弘君）登壇〕 

○健康福祉部長（石橋章弘君）名古曽・伏原

前保育園の跡地利用について答えします。 

 本市では高齢化が進み、本年１月末現在で

高齢者の人口が１万9,618人となり、高齢化率

が30.8％となっています。また、障がい者の

方は１月末現在で3,938人であり、人口に占め

る割合は６％です。 

 現在、和歌山県の補助を受け、見守り事業

を行っていますが、まだまだ充実が必要です。

地域で生活する不安や課題に対処するため、

地域包括支援センターで相談業務などを行っ

ていますが、全ての人に対応するには行政だ

けではマンパワーが足りません。 

 また、現代社会において人間関係が希薄化

しているのはおただしの通りであり、それが

介護等のストレスを招いている面もあると考

えられます。さらに、安心・安全のまちづく

りのため、防災・防犯は最重要課題であり、

市はもとより、地域ぐるみの取り組みが必要

です。 

 認知症高齢者は高齢化の進行に伴い大きく

増加しており、その対策は福祉施策の柱の一

つと考えています。議員ご指摘の課題は一つ

ひとつが重要な課題であり、市として真摯に

取り組んでいるものばかりです。どの課題も

一朝一夕に解決できるものではなく、また、

包括的な取り組みが重要と考えています。 

 このような課題に対応するため、地域包括

ケアシステムの構築に取り組んでいますが、

行政だけで対応できるものではありませんの

で、地域の社会資源を生かしながら、市民の

皆さまとともに、今後とも取り組みを強化し

てまいります。 

○議長（岡 弘悟君）総務部長。 

〔総務部長（吉本孝久君）登壇〕 

○総務部長（吉本孝久君）次に、地域の自治

会、ＮＰＯ団体企業等の専業者への賃貸借に

ついてお答えします。 

 旧名古曽及び伏原保育園の園舎は、双方と

も鉄骨造の平屋建てで、旧名古曽保育園は昭

和50年竣工、敷地面積は2,538.22㎡、延べ床

面積は713㎡、旧伏原保育園は昭和48年竣工、

敷地面積は2,851.45㎡、延べ床面積は旧園舎

が707㎡、昭和55年に竣工した旧屋内遊技場が

延べ床面積164.97㎡の合計871.97㎡となって

います。 

 これらの建物は耐震診断の結果、耐震性が

不足しているため保育園を移転した経緯もあ

り、老朽化も著しく、安心して利用するのは

困難な状況です。本市の普通財産は売却を基

本方針としているため、これらの跡地は来年

度、売却募集の予定としていますので、地域

の自治会等の各種団体に賃貸借することは困

難です。 

 次に、民間の事業者に改修等を条件として

公募してはどうかとのご質問についてお答え

します。 

 普通財産は、建物が現存している場合につ

いては、その建物の撤去費用を差し引いた額

での売却としているため、改修等の条件を付

しての売却の公募を行うことは考えていませ

んので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）17番 井上君、再質問

ありますか。 

 17番 井上君。 

○17番（井上勝彦君）当然といえば当然で、

私も売却を１日も早くしなさいよということ

で進めておったわけなんですけれども、先ほ
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ど健康福祉部長からお話があったように、こ

れから時代の変化ということなんやけど、や

っぱり地域の人たちのニーズに応えていこう

と思えば、なかなか市が改修をして、いうた

ら空き家、あいた施設をということはなかな

かできにくいということはよく理解しており

ます。 

 ただ、先日来、私もどうなってんのよとい

うて聞かれたとき、売却するようになってん

のよという話から、各種団体の25人、各団体

も含めて、そういう勉強会ということはない

けども、地域でやっぱり有効活用していくた

めに市のほうで考えてもらえやんかなという

ことで、そういう話もありましてこの話をま

たしているわけなんですけれども、例えば、

秋か来年か知らん、売却ということで、それ

はもう進めてもろうとると思うんやけど、要

するに売却を進めるといったってなかなか、

一長一短でなかなか市の思うてる値段ではな

かなか売れやんと。 

 もし売れやん場合は、というか、また地域

からのニーズというんか要望というんか、そ

ういったものが出てきた場合は、改修をして

売れというのは僕は質問してないんやけども、

ちょっとここはおかしいんやけども、貸す場

合は条件をつけて、要するに改修は向こうで

してくださいよということでどうですかと尋

ねておるので、売る場合は改修して公募した

らどうですかと、それは言うてないんよ。勘

違いせんとってほしいんやけど、そういう答

弁を今していただいたけども、それじゃない

ので、それだけ勘違いせんとってや。 

 そういうことも含めて、いっぺん副市長に、

最終的に、地元からの要望等もあり、また、

売れなんだときには、その施設を有効に利用

していくために、福祉を目的としたことにつ

いては、市として考えてやっていただけるの

かどうか、ちょっと副市長にご答弁を願いた

いと思います。 

○議長（岡 弘悟君）副市長。 

○副市長（森川嘉久君）原則売却ということ

で方針は立てておるわけでございますけども、

今、議員にご提案いただいた事業の内容なん

ですけども、ちょっと漠然とした形で今お聞

きはしているんですけども、その内容がどう

いうものであるか、どういう事業で、地元の

方が中心になるというようなお話やと思うん

ですけども、そこでの事業資金の問題である

とかいうこともありますし、何をどういう形

で運営されるのかというのも現時点ではちょ

っとわかりかねるところがありますので、そ

の中でちょっとその賃貸というようなお話な

んですけども、この場でちょっとそれについ

てすぐにお答えはしにくいと思います。 

 ただ、内容によりましては、公共性があり

福祉目的であり、それから市にとっても役立

つというようなお話になってくると、そこは

いろんな形で条件を整えながら、いろいろお

話はさせていただけるのかなというふうには

思います。 

 現時点でちょっとそこまでしかお答えがで

きませんので、事業計画をしっかりとまた立

てていただいて、一度また、どの部門になる

か、総合的なお話もあるので、どこになるか

ちょっとわかりませんけども、一度お聞かせ

いただけたらなというふうに。とりあえずお

聞かせいただいた中でちょっと考えていかせ

ていただけたらなというふうには思います。 

○議長（岡 弘悟君）17番 井上君。 

○17番（井上勝彦君）それは副市長、おっし

ゃるとおりでございまして、私も具体的には、

これとこれとこれとやりたいよということは、

話としては出ていますけども、そんな財政的

にはどうするんなとかということについては

まだ、詰めた話というのか、まだ２回、３回

と地元で話をしていこうというような段階み
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たいでした。 

 私も参加せいということで行かせてもろた

んやけども、例えば、福祉のそういう複合的

なものをやってみたらどうかとか、あるいは、

自治会館がもう古いので、なかなか市は改修

してくれやんので、その自治会館、元の老人

会館かな、それはもう売却していかなしゃあ

ないということで市で断られたんやと。で、

一部を自治会館に自分らで直して使うとか、

福祉関係、障がい者とかそれから高齢者とか、

地域の見守り隊というのか、みんなが寄って

これるようなそういう複合施設に、事業者の

方も入ってもろうてということで計画を立て

ていったらどうやというようなことで要望し

ていこかというような話でしたわ。 

 僕はそれ以上のこともまだ奥深くまでは聞

いていないんだけども、万が一そういうご相

談があったときには、またひとつ相談に乗っ

てあげてほしいなと、このように思いますの

で、よろしくお願いを申し上げまして、それ

につきましては、市のほうへ委ねますので、

ひとつそういうご相談があったときには、何

とか手厚い、お話に乗ってあげていただきた

いと思いますので、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 全体的な話で、ご提言ということになりま

したが、言うた聞いただけで終わらないよう

に、できるだけ前へ向いて、私たちも市民の

代表として、要するに声を聞かせていただい

て質問させていただいておりますので、お互

いに真摯に受けとめて、お互いに実現できる

ように努力をしていただきたいと思います。 

 私の一般質問はこれで終わらせていただき

ます。どうもありがとうございました。 

○議長（岡 弘悟君）17番 井上君の一般質

問は終わりました。 

 この際、午後２時35分まで休憩いたします。 

（午後２時20分 休憩） 

     

 

 

      


